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性の多様性
～言葉にアンテナを向けることから始めてみる～
多様性（ダイバーシティ）。知名度急上昇の言葉のひとつです。性の多様性はどうでしょう？次の会話、どこまで

理解できますか？
「性別は男と女で恋愛は異性愛、これが普通、これ以外は普通じゃない人たちでしょ。」
「“普通じゃない”ではなく、LGBTとか性的マイノリティっていうんだよ。」
「“普通”ではなく、シスジェンダーや異性愛っていうマジョリティを表す言葉もあります。」
「私はSOGIの視点で、性の多様性を捉えるようにしています。性自認や性的指向は誰もがもつ属性ですから。」
「カミングアウトを受けたらアウティングには気をつけなきゃね。」
性の多様性は、学校での子どもたちへの授業でも注目されつつあります。子どもたちは性が多様であることを

自然に受け止めます。なぜなら、性の多様性は日常のリアルだと既に知っているから。情報発信やメタ空間での
キャラ設定は自由なジェンダー表現が大前提、ファッションはユニセックス化し、アニメプリキュアでは男の子もミ
ニスカート姿に変身、あるゲームの主人公の性別は男・女のみならずノンバイナリーまで選択可能。「女は女らしく」
「男だからこうあるべき」という縛りの外で、子どもたちは自らの可能性を広げることに挑戦しています。性別だけ
でなく、恋愛や結婚やパートナーシップの価値観も広がっています。こんな世代と共に働いて生きる時代がすぐそ
こに。あなたはどう関わっていきますか？
企業や社会への期待が、純粋な経済成長から持続可能性や循環的な仕組みへと向けられています。企業や社

会の重要なリソースである人間に対して、こうあるべきと縛って統制するのか、性だけでなくあらゆる多様性を活
かし各個人がもつ資質を最大限発揮させ新たな仕組みを模索するのか。これからはどんな仕組みがマッチすると
思いますか？
とはいえ、何から始めたらいいの？まずはここまでのよくわからない言葉を自ら調べてみましょう。これまで無自
覚に素通りしてきた差別や偏見、ニュース、周囲の男女別や当たり前の風土に、新たな知のアンテナが「あれ？」と
反応してくれるでしょう。

ダイビーノン 代表　　飯田　亮瑠
自身の性別に関する葛藤の経験から、性や多様性を見つめ直す機会をもっと社会に
提供したい、特に子どもたちが考える機会を作りたいという想いで、セクシュアリティ
に関して学ぶ。東京福祉大学通信課程にて養護教諭免許取得。性の多様性（特に性
別違和感）をテーマに、小学生から大人まで幅広く講演などの活動を行っている。ダ
イビーノンとは、ダイバーシティ（多様性）とイノベーション（改革・新機軸）からの
造語で、多様性の価値観に触れる機会を社会に提供することを使命としている。
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会員の皆様より、社会貢献活動や人権啓発への取り組みについてお話いただきます。

株式会社熊本日日新聞社
河村　邦比児　代表取締役社長
（令和4年度(2022年度)　理事）

新聞社は社会にとって有益な情報を発信
する役割を担っています。それだけに、人権には常に敏感で
なければならないと自らを律しています。熊本日日新聞は地
域に根差して活動する地元紙として、人権を考える上で生き
た教材と言える問題に取り組んできました。特筆すべきは水
俣病とハンセン病です。いずれも当事者の皆さんは、いわれ
のない偏見と差別に悩まされてきました。
大きな原因は、知識不足による誤解です。正しい理解を広

めるため、私たちは問題の経緯や当事者の皆さんの思いを
繰り返し伝えてきました。誤解は少しずつ解消されてきたと
感じていますが、いまだに偏見が残っているのも確かです。
今後も重要な取材テーマと位置付け、現状や課題を粘り強く
報道し続けます。
人権や差別についての考え方は、時代とともに変化しま

す。例えばLGBTQなど性的少数者の人権問題は、近年に
なって光が当てられました。水俣病やハンセン病と同じく、差
別を受ける少数者が勇気を出して声を上げ、理解を広めて
いった成果です。
公共の利益を重視する意識の高まりを受け、社会や企業

の活動はより人権への配慮が求められるようになりました。
文化や価値観の違いを認めて互いを尊重し、誰もが自分ら
しく幸福に暮らせる社会の実現に向けた、望ましい時代の流
れと言えるでしょう。
社会の隅で見えない差別に悩んでいる人たちが、まだま

だ身近にいるかもしれません。熊日はこれからも、少数者の
声に誠実に耳を傾け、人権意識の変化にも柔軟に対応し続
ける姿勢を大切にしたいと思っています。

公益財団法人熊本市美術文化振興財団
池田　泰紀　理事長
（令和4年度(2022年度)　理事）

熊本市現代美術館は、2002年、街のど真
ん中とも言える上通入り口の現在地で産声を上げ、今年記
念すべき開館20周年を迎えます。
当館は開館以来、国内外の現代美術はもちろん、デザイ

ン、演劇、ファッション、特撮など幅広いジャンルに目を向け
ながら、さまざまな展覧会を開催してまいりました。また日常
的に市民に親しまれる美術館を目指し、多彩な文化資源に
触れることができるフリースペースの運営や、地域との協働
事業などにも力を入れ続けています。
昨年度から新館長として東京藝術大学学長である日比

野克彦氏を迎え、さらなる飛躍を遂げようとしています。新館
長は「現代美術館を通して、人間ひとりひとりの力が社会を
動かしていく方法を提案、実践しながら、市民と検証をしつ
つ、現代社会に貢献していきたい。」との考え方を示し、精力
的な活動を行っています。
市政だより6月号に大西熊本市長と日比野館長との対談

が特集として掲載されました。市長からは「マチとヒトが交わ
る接点を現代美術館に担ってほしい」と大きな期待を寄せら
れ、日比野館長からはアートの視点を持って問題解決に当
たることの重要性を述べられるなど、熱い思いがぶつかる貴
重な対談となりました。皆様には、これを機に再読いただき、
現代美術館の役割を「再発見」して頂ければ幸いです。
現代美術館は今後もアートを通して、人権啓発を始めとす

る様 な々社会貢献に努めてまいります。

ラブミンだよりについてご意見・ご感想等ございましたら、下記までご連絡ください。

（漫画：圓山道子さん）

人権啓発DVD・助成金制度を
ぜひご利用ください！

人権に関する研修会などを実施する場合、会員限
定の助成金のご利用が可能です。

●対 象 事 業
　人権協会員が組織内部で行う人権に関する講演
会、研修会、学習会など
●対 象 経 費
　講師に対する謝礼金、会場費、講師の旅費
●助成金の額
上記対象経費にかかる費用。
１年度１会員につき、３万円を限度とします。

ご利用については、事前にご相談ください。

人権協では、人権啓発のためのビデオやDVD、紙
芝居の貸し出し【１回につき１週間（７泊８日）】を無料で
行っています。

　ご利用は、事前にお電話での予約で承っております。
　詳しいご利用方法は、人権協ホームページをご覧ください。

【会員限定　助成金制度のご案内】

【ビデオ・DVDの貸出制度】


